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【ごあいさつ】 

  直近の厚労省発表では、糖尿病を持つ成人は、予備軍を含め約2210 万人で、2006 年時より340

万人増加し、成人の約2割に上っているとのことです。これは、今後歯科治療に来る成人患者の

5人に 1人が糖尿病を持つことになります。しかしながら予備軍から合併症の進んだ糖尿病まで

個々の患者で非常に差があり、全身状態は一様ではありません。 

  一方、糖尿病患者の歯周病罹患率、重症度は糖尿病のない患者より悪く、歯周病は糖尿病の第

6番目の合併症とされています。本講演では、糖尿病の診断、治療を簡単に説明して糖尿病治療

の基本を掴んでもらい、それを踏まえて当院の症例を紹介しながら、歯科治療に役に立つ血糖コ

ントロールなどのポイントを解説します。また我々の研究成果を含めた歯周病と糖尿病の関係に

ついても若干紹介します。本講演が、糖尿病患者の歯科治療の参考になれば幸いです。 
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